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消えた数学者　中澤武雄  
 
高知県出身。１９１３年生まれ。シベリア抑留後、１９４６年にハバロフスクの病院で栄養
失調のため３３年の短い数奇な生涯を閉じる。  
彼は筑波大学の前身（東京教育大学）の前身である東京文理科大学数学科に副手として在職
していた折(1935-1938)に大学紀要に４本のドイツ語の論文を発表しているが、そのうち３
本が今で言うMatroid Thoeryに関わるもので、これらは彼がアメリカのWhitneyの並んで、
Matroid Thoeryの創始者であることを明確に示している。中澤は大学にこれ以上残れないこ
とが明らかになった時点で、苦渋の末、満州にわたる決断をし、そこで敗戦というかソビエ
ト軍の侵入を迎えることになる。彼の大学における指導教官は中村幸四郎で、この大学の系
譜に連なり２歳年下の人物に森田紀一がいる。森田も中澤もどちらも数学の歴史にその名を
残すことになるが、歩んだ人生は対蹠的である。何がその人生を分けたのかは今となっては
推測するしかない。この本では単に彼のドイツ語の原論文とその英訳だけでなく、日本に
とって１９３０年代は一体どういう時代であったか、数学にとって１９３０年代はどのよう
な時代であったかという広い文脈の中で中澤武雄を見てみたい。  
 
　１　中澤の生涯 
　２　満鉄 
　３　１５年戦争（１９３１－１９４５）への道 
　４　１５年戦争（１９３１－１９４５ 
　５　１９３０年代の数学と中澤 
　６　中澤のドイツ語論文 
　７　中澤のドイツ語論文の英訳 
 
なおこの本は私（Hirokazu Nishimura)の単著ではなく、黒田亨（Susumu Kuroda)先生との
共著です。 
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